
学校名

テーマ

学
年

人権課題（※1）

1

①人権一般
③子ども
⑨インターネッ
　ト携帯電話人
　権侵害

2

②子ども
⑥同和教育
⑨インターネッ
　ト携帯電話人
　権侵害

3

②子ども
⑧外国人
⑩HIVハンセン病
⑨インターネッ
　ト人権侵害

テーマ/タイトル

講師名・所属等

QUｱﾝｹｰﾄ 実施学年 全学年 ２回

その他

テーマ/タイトル

講師名・所属等

テーマ/タイトル

講師名・所属等

平成２８年度　伊那市学校人権同和教育実践計画概要

取組内容（箇条書で簡潔に）

【※１】人権課題について(　下記から選んで記入してください。記入例「　④障害者　」　　）
①人権一般（生命尊重、自尊感情、コミュニケーション能力等）　②女性（DV・ｾｸﾊﾗ含む）男女平等　③子ども（い
じめ、こどもの権利等）　④高齢者　⑤障害者　⑥同和問題　⑦アイヌの人々　⑧外国人　⑨インターネット、携帯
電話等による人権侵害　⑩HIV感染者、ハンセン病患者　⑪刑を終えて出所した人　⑫犯罪被害者　⑬北朝鮮当局に
よる拉致被害者問題　⑭性的指向に関わる問題　⑮満州開拓団・中国帰国者　⑯東日本大震災

生
徒

研
修
講
演
会

研
修
講
演
会

職
員

・前期、後期の両方で人権同和教育の第1時で人権アンケートを行
  い、生徒に現状を考えさせる。
・ワークショップ（権利の気球、ちがいのちがい等）

・前期、後期の両方で人権同和教育の第1時で人権アンケートを行
  い、生徒に現状を考えさせる。
・部落差別に関して、あけぼのを使い学習し、DVDで実際の差別の
  様子を知る。

学
年
ご
と
の
取
り
組
み
予
定 ・前期、後期の両方で人権同和教育の第1時で人権アンケートを行

  い、生徒に現状を考えさせる。
・現代に残る差別やハンセン病患者に対する差別についてあけぼ
  ので学習する。

人権同和教育推進上の悩
み

扱う資料等

・あけぼの
・人権アンケート
・NTTドコモ等によ
  る教材の活用
  (SST等)

予定なし

①講師決定理由・人権課題
②工夫改善点
③取組内容・新たな取組等

人権アンケート（いじめ調査等）

検討中

検討中

伊那市立東部中学校

予定なし

研
修
講
演
会

差別や偏見に対して正しい判断力を身につけ，それらをなくしていこう
とする意欲と実践力を育てるにはどうすればよいか。

QUの活用研修を検討中

調整中

③学年人権宣言の作成・・・現3学年が1年時に作成した学年人権宣言を他学年でも作成
  する。（学級討議、学年運営委員会）　・老人施設訪問（奉仕活動委員会計画）など

・あけぼの
・人権アンケート
・NTTドコモ等によ
  る教材の活用
・DVD『ドキュメン
  タリー結婚』など

・あけぼの
・人権アンケート
・ハンセン病リー
　フレット

実施回数

①

③学年・学級PTA等でインターネットや携帯電話、SNS等での人権侵害について発信して
　いく。

②

○地域組織、他学校、福
　祉施設との交流・連携
○地域への発信等

②③学校人権教育連絡協議会、学校人権教育ファシリテーター研修会、手良地区人権学
　　習会等に係が参加して、情報交換をする。その際、参加する職員を係内で分担し、
　　できるだけ多くの研修に、出来るだけ多くの職員が参加できるように工夫する。

①今年度はPTA講演会で、人権について
  の内容は予定されていない。
・『ライン』等、ネットでのトラブルが
  見られるので、人権月間や参観日に合
  わせて、啓発資料や学校だよりなどで
  発信していく予定

①指導に活かせる研修を行いた
  い。昨年度まで行っていた校内
  QU研修を継続して行い、活用の
  仕方をさらに深めたい。

アンケート等

家庭への発信・連携

校内組織の取組

保
護
者

生徒会の取組

③係が各種研修会に参加し、資料や展開案等を各学年に紹介、学年会で検討する。


